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2004～2008　名古屋大学情報文化学部 
複雑系科学

2008～2013+2014　東京大学大学院理学系研究科 
自然人類学

2014～2015　東京大学大学院情報理工学系研究科 
データサイエンス

2015～2016　ブリストル大学 
　　　　　　　　データサイエンス

2016～2023　東北大学学際科学フロンティア研究所 
　人類史+データサイエンス

2023～現在　東北大学東北アジア研究センター 
　　　人類史+データサイエンス



人類史の研究：人間観の基礎
• 市民から政策決定者までの人間観への影響 

• 副次的な影響として 

• 過去の植民主義・人種主義の精算 

• 法医鑑定 

• 文化財の価値づけ 

• 課題 

• 「定説」がよく覆る 

• QRPの横行（構造的に不可避な面も） 

• 専門家の減少、地域コミュニティの消滅



人類史研究の枠組みとエコシステムをつくりかえる

地域の博物館

資料の総体

地域の人々

成果の還元

結果が仮定に依存 
→暗黙知・経験知が重要 
→研究の蓄積性の担保に経験知の明示化が必要

特に根拠のない社会提言

• 資料（データ）の全貌が不明 
• 仮説の提唱と検証のためのデータが共通 
→ 結果の一般性の低下

国際的な人類史研究 
コミュニティ

データベース構築 
研究インフラ整備

オープンサイエンス的関与

倫理観の乖離

オープンサイエンス 
×データサイエンス

地域のアイデ
ンティティが
関心の中心

人類史における画期や
普遍性が関心の中心



考古学データの定量的解析

Period1 (130-48 ka) Period2 (48-40 ka) Period3 (40-20 ka)

Nishiaki, Tamura et al. (2021)



オープンサイエンスと「創造のためのミュージアム」
「（みんぱくについて）市民のまえに公開されているからと
いっても、わたしはこれを、かならずしも大衆を啓蒙するため
の機関とはかんがえていない。大衆は、啓蒙されるために存在
するのではない。今日の大衆は、そのまま、市民大学において
学習と研究をおこなうことのできる「研究者」なのである。現
代の博物館は、啓蒙されるべき大衆よりは、研究意欲にもえた
市民を対象として考えるべきであろう。」 
『梅棹忠夫著作集　第15巻』p.136



課題と今後の展望

特に根拠のない社会提言

• 資料（データ）の全貌が不明 
• 仮説の提唱と検証のためのデータが共通 
→ 結果の一般性の低下

• 仮説検証型に替わる新しい 
知識生産の理論構築 
• それに基づいた 
学術コミュニケーション様式の提案学術
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